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報告の内容
1. ネオニコチノイド系殺虫剤とは

2. 秋田市水道水中の農薬汚染の実態とは

3. 現代農業の実態とは ①秋田の農業の現状は？ ②自給率は？
③許可の仕組みとは？どこに向かわせる？さらに何を狙う？

4. 私たちは、だれのために、どんな秋田、農業、をめざせるか？

5. まとめ 秋田にこそ有機農業と給食無償化有機化を



ネオニコチノイド系殺虫剤
 昆虫には高い毒性を持つが、ヒトを含む哺乳類が低濃度で曝露した場合の毒性は低いとされて

いた。有機リン系殺虫剤に代わり大量に使用されるようになった。

 水溶性で植物への浸透性があるので、効果が長く持続することが“メリット”とされる。

 ネオニコチノイドの作用点であるアセチルコリン受容体は昆虫だけでなくヒトにも発現してい
る受容体であることから、ヒトへの影響を懸念する指摘もあったが、ドイツでついに立証。

神経伝達物質：シナプスで情報伝達を介在する物質である。シナプス前細胞に神経伝達物質の合成系があり、シナプス後細胞
に神経伝達物質の受容体がある。神経伝達物質は放出後に不活性化する。

ニコチン受容体（nAchR）：イオンチャネル型の受容体で、末梢では自律神経（交感神経と副交感神経）の節前線維終末（副
腎髄質での神経終末を含む）及び運動神経終末に存在しており、交感神経も副交感神経もともにニコチン受容体を介して興
奮が伝達され、筋肉の運動はニコチン受容体を介して行われる。

参照：ネオニコ系農薬 人への影響は【報道特集】
YouTube · TBS NEWS DIG Powered by JNN · 2021/11/14
https://www.youtube.com/watch?v=0J1T-MO3t5U

参照：浸透性農薬〈ネオニコチノイド〉はヒトにとって安全か？
YouTube · act beyond trust · 2022/02/28
https://www.youtube.com/watch?v=pYW5ukb3X2w
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１. ネオニコチノイド系殺虫剤とは



ネオニコチノイド 製品名とメーカー

参照：有機農業ニュースクリップ
http://organic-newsclip.info/nouyaku/neonico-data.html 4

１. ネオニコチノイド系殺虫剤とは
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平成30年以降
スルホキサフロル
(品名エクシード)
の出荷量が増加
秋田県が推奨

ジノテフラン

クロチアニジン

イミダクロプリド

アセタミプリド
チアメトキサム

スルホキサフロル

ニテンピラム

全国単位: tまたはkL ネオニコチノイド系農薬出荷量（1993−2020) 全国

秋田県の出荷量は
2006年以降も増加

ポジティブリスト制（食品衛生法・残留農薬にお墨付きの「基準値」
(玄米2ppm等)設定。2006年H18年5月29日施行：夏のカメムシ防除に
間に合い、この年から出荷量急増。）

出典：有機農業ニュースクリップ

平成15年以降
急激にジノテフラン
（品名スタークル）
の出荷量が増加



2022年, 2023年 秋田市の水道水から
ネオニコチノイド系農薬が高濃度で検出 !

ジノテフラン （スタークル ：8月に空中散布 ）
2022年 8月11日 868 ng/L （EU水道水基準値 100 ng/L の 8.7倍：魁が報道）
2023年 8月14日 1,290 ng/L （同 12倍以上）

2023年 8月15日 2,790 ng/L （同 27倍以上）
2023年 8月16日 3,060 ng/L （同 30倍以上）

スルホキサフロル （エクシード：8月に空中散布 ）
2023年 8月16日 510ng/L （同 5倍以上）

同一試料から検出 この2種だけで
EU総農薬類基準値

500ng/Lの 7倍以上

• 日本の水道水中の ジノテフラン基準値（目標値） 0.6 mg/L = 600,000 ng/L  は
EU水道水基準値 単一農薬 100ng/L の 6,000倍、 総農薬 500ng/L の 1,200倍
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• 濃度の単位 1 mg/L(≒ppm) = 1,000 μg/L(≒ ppb) = 1,000,000 ng/L(≒ ppt)
ppm : parts per million(100万(106)分の1) 、ppb : parts per billion(10億（109）分の1) 、ppt : parts per trillion(１兆(1012)分の１) 

【秋田の農業の現状は？ 】2. 秋田市水道水中の農薬汚染の実態



秋田市の水道水源と配水地域

河辺地区、仁別地区以外は
全て雄物川から取水
秋田市人口の8割以上 25万人 が利用

出典：国土交通省HP
出典：秋田市HP

秋田市の水道水はどこから来る？

雄物川流域の水田灌漑地域

秋田県

秋田市

雄物川流域

原水取水点
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水田地域

2. 秋田市水道水中の農薬汚染の実態



ネオニコ濃度は季節で変動するの？
• 農業の影響を直接受けて
変動。

• 春はイミダクロプリド、
開花期にはジノテフラン、
スルホキサフロルが高濃
度に

• 一時的なら影響は大丈夫
か？・・・

• 一時的かどうか、これが
最高値かもまだ不明

• もっと高い可能性も大
• コンスタントに基準値に
近い＝高濃度

2022年5月~11月における大潟村と秋田市の
水道水中ネオニコチノイド濃度

秋田市

単位 ng/L 、MDL未満を「－」で示した。

【現代農業の実態】2.大規模化、合理化の市場原理型農業と土壌・水質汚染問題 .
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年間約1600kgは
出荷量の3分の1

使い方の問題でなく
使うこと自体が問題

【秋田の農業の現状は？ 】2. 秋田市水道水中の農薬汚染の実態



秋田の農業の現状 大規模化と農家減少
３. 現代農業の実態とは ①秋田の農業の現状は？



• 雄物川流域は大水田地帯
• 秋田市水道原水取水地点
の流域面積は

470,000ha
水田面積は

74,000ha 約16％

出典：秋田県ホームページ
（令和4〜7年度秋田県農業農村整備実施方針） 11

３. 現代農業の実態、秋田の農業の現状は



干拓前はなかった八郎湖のアオコ

秋田県の八郎湖は日本で、世界で、最北の最大級の汚染湖
ネオニコも高濃度！

【 閉鎖性水域、八郎湖だから見える
排出型農業による汚濁の実態 】

大規模化，合理化の市場原理依存型農業が
水質汚濁を引き起こしている。
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３. 現代農業の実態とは ①秋田の農業の現状は？

毎年夏季には、湖全域で発生
激しいカビ臭、海にも流出

毎年 300 t の窒素(N)、40 t のリン(P)を
大潟村から八郎湖に排出



あの発ガン性物質も雄物川に流出！
• あきかんHPに発表中！ ラウンドアップの成分、グリホサートが秋田の河川水から検出！

アクト・ビヨンド・トラストのプロジェクト実施中！

３. 現代農業の実態とは ①秋田の農業の現状は？

あきかんHPはこちら
ぜひご覧いただき、
多くの方との共有、お願
いします！



なぜ使う？ ネオニコチノイド

1 コメの等級制度
水稲うるち玄米
• 整粒70％以上、カメムシ斑点米 1/1000以下は1等
• 整粒60％以上、カメムシ斑点米 2/1000以上,3/1000以下で2等
• 整粒45％以上、カメムシ斑点米 4/1000以上,7/1000以下で3等

2 許可されている ＋ 特別栽培米（散布回数での制限）

3 “コストカット”型、“競争力強化”型 工業的農業に不可欠
低生産者米価、農家数減少、大規模化＋圃場整備
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３. 現代農業の実態とは ①秋田の農業の現状は？

市場原理のための効率化・“製品”の“品質管理”



秋田県のカメムシ対策
草刈りと
出穂期 10日後頃と24日後頃の2回の防除
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カメムシ対策にネオニコ使
用を推奨する秋田県



ネオニコ使用が 経営体安定のための農
業指針にも明記、県が推奨

水田経営所得安定対
策として大規模水田
経営のための栽培技
術、経営指針の中に、
ネオニコ農薬利用が
推奨

カメムシ斑点対策とし
て、2回のネオニコ農
薬散布が推奨
1回目：ジノテフラン（アル
バリン、スタークル）
2回目：スルホキサフロル
（エクシード）



県、エクシードを推奨 ：スルホキサフロル 17

栽培期間中も
ネオニコ使用
を促す県



なぜ高濃度になった？
• 効率化のもとでの農薬使用認可と指導
重労働から解放されたというが、別の健康への影響に懸念

• 大規模化、畑地化のための圃場整備による用排水の分離と排水
促進で集中的に流出

• 異常な渇水と高温で出穂開花期の集中灌水や掛け流しが農薬の
直接流出に

• 降雨少ないと河川水の希釈率の低下
18



さらに高濃度となる可能性も十分にある

• 環境予測の前提は、秋田県の実態よりはるかに農業比率が低い想定の予測値

環境省：環境中予測濃度の算定シナリオ1
「PECの考え方」より

環境省：環境中予測濃度の算定シナリオ2
「PECの考え方」より

ジノテフラン：
水濁PEC   27,000 ng/L

スルホキサフロル：
水濁PEC 6,000 ng/L

水田面積率 農薬普面積及率
想定シナリオ 5％ 10％
雄物川：秋田市水道原水流域 17％ 70％以上



食料自給率 38％ 濃厚飼料自給率 13％
肥料自給率 1% 原油自給率 0.3％

「自給率45％目標」とするも低下の一途。新農基法では「自給率
の目標」が「食料安全保障の確保に関する事項」に
「過疎化・高齢化」を理由に、経営規模拡大、スマート農業推進、
市場競争力強化、産地形成、効率的経営体育成・・・「合理的な
価格形成」

本当の食料自給率は 10％未満とも
これまでの基本計画におけ
る食料自給率目標

達成予定年
カロリーベース

平成22年に

平成27年に

令和 2年に

令和 7年に

令和2年
基本計画

45％ 75％ 令和12年に

競争力強化でなく、自給率に責任を持つ農政を
国の責任で、所得保障・価格補償こそ 2

0

日本の低い食料自給率



食の危機、農の危機
 改定食料農業基本法の「基本計画」で「食料自給率の目標」が「食料
安全保障の確保に関する事項」に書き換え。「目標」が消える。

 「法人」には「必要な施策」、一方で農家数減少、集落の危機「地域
における協議」に基づき「配慮」程度

 大規模化で、大規模農家も過労気味、工業的な農業へ
 「環境との調和」「環境負荷低減」が入るが、「適正な使用の確保」
「評価手法の開発」の一方で「効率的」「収益性」

21



ネオニコはどのように許可されているか？
３. 現代農業の実態とは ③許可の仕組みとは？

• 「無毒性量640ppm(22mg/kg)」の決定根拠：ビーグル犬 (記述はないが他の
毒性試験録では5ヶ月〜6ヶ月齢)で1年間試験。（0,640,3200,16000ppmの4濃
度×8匹）一段高い餌中の混合濃度の試験値「3200ppmで雌：体重増加抑制、
卵巣及び子宮比重量増加が認められた。」

1年という短期間に重篤化する試験結果で目標値を設定 ＝ 目標値は高くなる 22



• 急性毒性試験（経口/経皮/吸入：ラット、マウス及びモルモット）
• 急性神経毒性試験（ラット）
• 眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性（ウサギ、モルモット）
• 亜急性毒性試験

(1) 90日間亜急性毒性試験（ラット）
(2) 90日間亜急性毒性試験（マウス）
(3) 90日間亜急性毒性試験（イヌ：ビーグル犬）
(4) 亜急性神経毒性試験（ラット）

• 慢性毒性試験及び発がん性試験
(1) 52週間慢性毒性試験（イヌ：ビーグル犬 大型だと1歳で15kg,成犬30kg）＊雌640ppm 
(2) 2年間慢性毒性/発がん性合併試験（ラット）
(3) 18ヶ月間発がん性試験（マウス）

• 生殖発生毒性試験
(1) 2世代繁殖試験（ラット）
(2) 2世代繁殖試験（追加：ラット）
(3) 発生毒性試験（ラット）
(4) 発生毒性試験（ウサギ）

• 遺伝毒性試験

農薬評価書 ジノテフラン 2005年6月15日
食品安全委員会農薬専門調査会

＊ 最小値 22mg/kg体重/日
これを100で除し（安全率）た

1日摂取許容量（ADI）0.22mg/kg/日

LD50：Lethal Dose 50（半数致死量） 1 回の投与で 1 群の
実験動物の 50％を死亡させると予想される投与量。
LDLo：Lethal Dose Lowest（最小致死量） ヒトまたは動物
を致死させた吸入暴露以外の経路による投与量の最小値 23



検討・評価されていない「危険性」の要素

• 最小値 22mg/kg体重/日
これを100で除し（安全率）た

1日摂取許容量（ADI）0.22mg/kg/日
というが、蓄積する場合は？、薄めて安全か？は不明

• 単独成分ごとの評価だけだが、複数の農薬の複合的な影響
は評価されているか？

• 塩素と結合すると危険度UPでは？

24



監督省庁の実態

スルホキサフロル 7年経っても規制も
評価もなし



どうして農業が衰退したの？ さらに何を狙う？
日本の農業・食・環境・地域の危機

３. 現代農業の実態とは ③どこに向かわせる？さらに何を狙う？

農林水産省「米をめぐる関係資料」R4年3月



農林水産省「米をめぐる関係資
料」R5年3月

専業と兼業（1950）
兼業を第一種と第二種
に分断・・・労と農の分断

「経営規模別」輸出国と比較競争
させたあげくに「埋めることので
きない格差」を理由に

播種や防除、施肥作業は専門業者に
委託 を誘導
農薬散布業者と販売業者は安泰 27



農林水産省「米をめぐ
る関係資料」R5年3月

さらなる農業の大規模化、工業化への攻勢が 農業政策の中心に
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農林水産省「米をめぐる
関係資料」R5年3月

住友化学 最新の企業第1位
クロチアニジン（ダントツ）
二テンピラム（ベストガード）

東京新聞Web  R5/12/7
11月公表2022年分

「みつひかり」の三井化学アグロはネオニコ会社
ジノテフラン（スタークル、アルバリン、トレボン）
フルピリミン（リディア）

さらなる農業の大規模化、工業化への攻勢が 農業政策の中に堂々と
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• 県民で広く現状と問題を共有
• 各分野担当で連携し総力を上げて対策
• 使用や基準も国でしっかり見直していただく

• 秋田が真に豊かで美しく、安心して暮らせ子育てできる地域・社会に
• 真に高質の田舎の実現のために農業の健全な発展を県民で支えつくる

取り組みを

30

４. 私たちは、だれのために、どんな秋田、農業、をめざせるか？

そのために



秋田県にかほ市が
「トキと共生する里地づくり取組地域」に選定

トキとの共生を目指し取り組むこと
＝ “環境保全型農業”

→トキは環境保全型農業の象徴
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トキが農地で採餌する様子
(佐渡トキファンクラブHPより)
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子ども達との生きもの調査
2023/9/9

→子ども達の農育へ



新潟県佐渡市では…

「朱鷺と暮らす郷づくり」認証制度
「生きものを育む農法」で栽培されたお米が対象

→付加価値をつけて販売する
「 生きものブランド」

実際に販売されている認証米
令和５年度産 税込4,160円/5kg

(JA全農が運営する通販より)
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認証制度の公式マーク
(佐渡市HPより)



県庁
所在地 浄水場 原水 活性炭

処理設備

秋田市 仁井田 雄物川表流水 ×

豊岩 雄物川表流水 ×

青森市 堤川 堤川表流水 ○

横内 横内川表流水 ×

山形市 見崎 最上川表流水 ○

松原 馬見川表流水
伏流水、ダム ○

蔵王温泉 カリージャ川、一度
川表流水、地下水 記載なし

新潟市 阿賀野川 阿賀野川表流水 ○

青山 信濃川表流水 ○

信濃川 信濃川表流水 ○

万願寺 阿賀野川表流水 ○

戸頭 信濃川表流水 ○

巻 信濃川表流水 ○

東北日本海側４県の県庁所在地の
浄水状況 （全国浄水場ガイド2022)
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日本の河川は多種類の農薬で汚染されている。
（Kamata 2020、全国主要水道水源12河川、2012-2017)

ベノミル
ベンスルフロンメチル
ベンタゾン
ブロモブチリド
ブロモブチリドーデブロモ
カフェンストロール
カルボフラン
カルプロパミド
クロチアニジン
ジメタメトリン
ジノテフラン
ジウロン
ジムロン
エスプロカルブ
フェニトロチオン
フェノブカルブ
フィプロニル
フルトラニル
ハロスルフロンメチル
イミダクロプリド
イプロベンフォス
イソプロチオラン
メフェナセト
メトミノストロビン
モリナート
オリサストロビン
プレチラクロル
ピロキロン
シメトリン
テフリルトリオン
トリシクラゾール

農薬（検出回数）
抗菌剤 除草剤 殺虫剤
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秋田県 雄物川 仁井田浄水場

2022-23年における新潟県と秋田県との水道水ジノフテラン濃度の比較
（単位: ng/L, 山室ら、未発表データ)

新潟県 阿賀野川 阿賀野浄水場

活性炭処理の効果は明らかだが、河川水の汚染の懸念は新潟の方が大きいのかもしれない。

35
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• 女性の胆嚢/胆道がんは減りつつあるが、新潟県以外は高水準である。
• 肝臓/肝内胆管がんは、以前は少なかったが現在では全国並みである。

東北日本海側４県の75歳未満年齢調整死亡率（女性）

2020年
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• 男性の胆嚢/胆道がんは、秋田県と青森県で高水準が持続している。
• 肝臓/肝内胆管がんは、青森県を除き、新潟県に近い水準である。

東北日本海側４県の75歳未満年齢調整死亡率（男性）

2020年
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8. ネオニコをやめてみるとどうなるか？

福島県の有機農家13人と一般人49人の尿中ネオニコチノイド濃度の比較

有機農家の尿中ネオニコ濃度は、一般人の3割以下

2023.11.19 平久美子先生講演より
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10歳以上の一般人24人が5日間有機農産物を摂取した際の
尿中ネオニコチノイド濃度の変化

５日間ネオニコを食べなければ尿中排泄は3割以下になる
39
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30日間有機農産物を摂取
した一家庭3人の尿中ネ
オニコ濃度変化

日頃から大量に摂取しているジノテフランは、排泄に時間がかかる。
アセタミプリドの代謝物DMAP、イミダクロプリドの排泄には、
ネオニコ摂取をやめて腎機能が回復してからにようやく始まるようで、長期かかるらしい。 40
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各食品の現行の残留基準値（ppm)（= 1,000,000ppt =1,000,000ng/kg)

イミダクロプリド クロチアニジン ジノテフラン アセタミプリド チアメトキサム
コメ 1 1 2 なし 0.3
カブ 0.4 0.5 0.5 0.1 0.5
カブの葉 3 40 6 5 10
ホウレンソウ 15 40 15 3 10
コマツナ 5 10 10 5 5
ネギ 0.7 1 15 5 2
トマト 2 3 2 2 2
サトイモ 0.4 0.2 なし 0.2 0.3
イチゴ 0.4 0.7 2 3 2
茶 10 50 25 30 20

残留基準値が高い＝あまり効かない＝たくさん使う＝生態系と健康影響が懸念される。
残留基準値が高すぎるものは、使う価値が少ない。

41
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有機農産物の割合を増やすことが効果的な作物

• コメ
• 作付け面積が大きく、生態系への影響が大きい。
• 一部の地域を除き、有機農法での栽培手法が確立されている。

• カブ、ホウレンソウ、コマツナ、ネギ
• ネオニコの残留基準値が高い。

• トマト、イチゴ
• 温室栽培では、害虫のコントロールが比較的容易。

• 茶葉
• ネオニコの残留基準値が高い。世界的にオーガニックが主流。
• 水代わりに緑茶を摂取する人がいる。

「ネオニコの特性」
・水溶性、残効性、動植物体中に行き渡る
・母乳や乳児の尿からも検出
・一度環境に出たらなかなか消えず循環し絶えず暴露も
・ヒトの神経の伝達機能にも影響
・有機農産物接種で体内濃度を減らせる 42
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• 国民への食糧供給保証、農地の保全のための国土の人口分散を基本に
• 農薬にできるだけ頼らない栽培（無農薬、低農薬）の支援
• 手を掛けられる小規模経営、家族農業経営の安定の支援強化
• 生態系の力（害虫にとっての寄生虫や天敵など）を最大限活かせる農業
• 持続可能な地域資源活用型の農業（落ち葉や家畜糞尿堆肥など）の支援

市場原理と効率化・総自由化原理の“コストカット”型
農業、“競争力強化”型農業、“工業的”農業
＝規模拡大路線＝化学肥料・農薬・石油依存農業

多様な持続型農業への支援強化と転換で、
農業者と地域生活者の安全・安心の強化を

メモ：参考となるスイスの農業政策2014−17。綿密な直接支払いで条件不利地域でも意欲的農業が持続可能。
世界ではアグロエコロジーへの転換が主流。
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まとめ
秋田にこそ有機農業と給食無償化有機化を

• 大規模化する“化学”“工業”型農業で、
経営は安泰？、安全？、持続的？、地域は元気？、災害に強い？

水に現れる農業による汚染の実態
・河川水と水道水にEU基準をはるかに超える殺虫剤
・湖水の富栄養化
・砂丘地下水の硝酸汚染・・・

秋田の未来 子ども、環境、農業のために
• 給食無償化と有機化（安全化：食べる人、作る人、生き物・環境）
は、地域の未来をつくる取り組みを公的に補償（安心と安定の確保）し、

地域（環境、命、くらし）を荒れ狂う資本主義の欲望から守りましょう。
44



ご清聴ありがとうございました

秋田の環境を考える県民の会
ホームページ

平先生「ネオニコの特性」
・水溶性、残効性、動植物体中に行き渡る
・母乳や乳児の尿からも検出
・一度環境に出たらなかなか消えず循環し
絶えず暴露も
・ヒトの神経の伝達機能にも影響
・有機農産物接種で体内濃度を減らせる
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